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昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
市
内
で
、
市
役
所
職
員
な
ど
を
装
っ

た
電
話
に
よ
る
還
付
金
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
手
口

　●

市
職
員
な
ど
を
装
い
医
療
費

　
や
保
険
料
、
税
金
な
ど
の
還

　
付
金
が
あ
る
な
ど
、
返
金
さ

　
れ
る
か
の
よ
う
な
電
話
を
か

　
け
る
。

　●

銀
行
口
座
や
携
帯
番
号
な
ど

　
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
。

　●

還
付
金
を
支
払
う
た
め
、
キ

　
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
携
帯
電

　
話
を
持
っ
て
、
近
く
の
銀
行

　
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
受
払

　
機
）
で
、
指
定
の
番
号
に
電

　
話
す
る
よ
う
言
わ
れ
る
。

　●

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
電
話
す
る
と
、

　
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

　
を
指
示
し
、
知
ら
な
い
間
に

　
犯
人
の
口
座
へ
多
額
の
現
金

　
を
振
り
込
ま
せ
る
。

※
市
役
所
、
社
会
保
険
事
務
所
、

　
税
務
署
で
は
、
携
帯
電
話
を

　
使
っ
た
還
付
金
の
や
り
と
り

　
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
の
還

　
付
金
の
振
込
み
は
、
一
切
行

　
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

　
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
市

　
役
所
の
担
当
課
や
相
談
窓
口

　
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保

　
係
（
内
線
２
４
２
１
）
、
商

　
工
観
光
課
商
工
振
興
係
（
内

　
線
２
５
３
２
）
へ

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
低
所

得
１
お
よ
び
２（
非
課
税
世
帯
）

の
障
が
い
者
の
居
宅
・
通
所
サ

ー
ビ
ス
の
負
担
上
限
額
が
更
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
18
歳

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
上

限
額
を
算
定
す
る
際
の
所
得
段

階
区
分
が
「
住
民
票
の
世
帯
」

か
ら
「
個
人
単
位
」（
対
象
範
囲

を
本
人
と
配
偶
者
ま
で
）
に
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
原

則
18
歳
以
上
の
障
が
い
の
あ
る

方
は
、
住
民
票
が
家
族
と
同
じ

で
あ
っ
て
も
、
本
人
の
収
入
、

課
税
状
況
で
利
用
者
負
担
額
を

算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
児
を
抱
え
る

世
帯
の
負
担
軽
減
も
行
わ
れ
ま

す
。
現
在
、
市
町
村
民
税
所
得

割
額
が
16
万
円
未
満
（
年
収
６

０
０
万
円
程
度
）
か
ら
28
万
円

未
満
（
年
収
８
９
０
万
円
程

度
）
に
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
障
が
い
者
支
援
課

　
障
が
い
者
相
談
係
（
内
線
２

　
６
１
９
）
へ

　
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
施
行
さ
れ
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
自
転
車
の
通
行
ル
ー
ル

　●

歩
道
を
通
行
で
き
る
要
件

＊
歩
道
に
自
転
車
通
行
可
の
標

　
識
が
あ
る
と
き

＊
自
転
車
の
運
転
者
が
幼
児
、

　
児
童
（
13
歳
未
満
の
方
）
や

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
と
体
の

　
不
自
由
な
方

＊
車
道
通
行
が
危
険
な
と
き

　●

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

　
努
力
義
務
…
幼
児
・
児
童
が

　
自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る
場
合

▽
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
の
表
示

　
義
務
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者

　
は
、
車
を
運
転
す
る
と
き
に

　
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
の
表
示

　
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽
聴
覚
障
害
者
マ
ー
ク
の
表
示

　
義
務
　
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
の
装

　
着
を
条
件
と
し
て
免
許
を
取

　
得
し
た
聴
覚
障
が
い
者
は
、

　
車
を
運
転
す
る
と
き
に
聴
覚

　
障
害
者
マ
ー
ク
の
表
示
が
義

　
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
初
心

　
者
マ
ー
ク
、
高
齢
運
転
者
マ

　
ー
ク
、
身
体
障
害
者
マ
ー
ク

　
と
同
様
に
、
聴
覚
障
害
者
マ

　
ー
ク
を
表
示
し
た
自
動
車
に

　
対
し
て
、
割
り
込
み
や
幅
寄

　
せ
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

　
す
。

▽
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

　
着
用
義
務
　
一
般
道
や
高
速

　
道
路
を
問
わ
ず
、
シ
ー
ト
ベ

　
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら

　
れ
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
　
五
日
市
警
察
署

　
（
☎
５
９
５
・
０
１
１
０
）
、

　
福
生
警
察
署
（
☎
５
５
１
・

　
０
１
１
０
）
、
地
域
防
災
課

　
防
災
安
全
係
（
内
線
２
３
４

　
４
）

　
７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
問

題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

で
す
。
青
少
年
の
非
行
防
止
の

た
め
、
家
庭
を
は
じ
め
、
学
校
、

職
場
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

日
ご
ろ
か
ら
厳
し
い
目
で
心
の

こ
も
っ
た
温
か
い
指
導
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
13
日
か
ら
23
日
ま
で
、

市
内
に
滞
在
し
て
い
た
国
際
姉

妹
都
市
の
米
国
マ
ー
ル
ボ
ロ
ウ

市
か
ら
の
友
好
訪
問
団
が
無
事

帰
国
し
ま
し
た
。

　
滞
在
中
、
生
徒
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
市
立
中
学
校

に
体
験
入
学
し
、
ま
た
、
市
内

や
近
郊
の
見
学
な
ど
を
通
し
て

日
本
文
化
に
ふ
れ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
に
よ
り
友
好
・

親
善
を
深
め
ま
し
た
。

　
つ
ゆ
の
雫
に
濡
れ
て
色
あ
ざ

や
か
に
咲
く
庭
の
ア
ジ
サ
イ
と

は
違
い
、
山
ア
ジ
サ
イ
の
花
は

緑
の
中
に
た
だ
白
い
顔
を
覗
か

せ
て
、
日
陰
の
傾
斜
地
に
清
楚

に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
全
て
の

植
物
た
ち
が
つ
ゆ
の
雨
を
十
分

に
吸
収
し
て
成
長
す
る
季
節
、

あ
ち
こ
ち
で
草
花
は
満
開
に
咲

き
誇
り
、
木
々
は
身
の
丈
を
グ

ッ
と
伸
ば
し
ま
す
。

　
つ
ゆ
が
明
け
れ
ば
暑
い
今
年

の
夏
に
、
洞
爺
湖
の
地
球
環
境

サ
ミ
ッ
ト
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
が
始

ま
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
何
に

関
心
を
持
た
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
さ
て
、
六
月
の
定
例
市
議
会

が
終
わ
り
、
一
息
つ
い
た
と
こ

ろ
で
、
中
国
の
震
災
に
続
い
て

今
度
は
国
内
で
、
そ
れ
も
あ
き

る
野
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ん
で
い
る
宮
城
県
の
栗
原
市
が

地
震
に
よ
る
災
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
災
害
時
相
互
応

援
協
定
に
基
づ
き
市
は
直
ち
に

災
害
派
遣
本
部
を
設
置
し
、
次

の
日
に
市
職
員
七
名
を
栗
原
市

の
要
請
を
受
け
、
現
地
へ
派
遣

し
ま
し
た
。
五
日
間
で
し
た
が
、

水
道
の
復
旧
に
協
力
し
、
被
害

状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
派

遣
隊
の
報
告
を
受
け
て
、
も
し

こ
れ
が
我
が
市
で
起
き
た
な
ら

ば
と
、
身
の
毛
が
よ
だ
つ
思
い

が
い
た
し
ま
し
た
。
市
は
、
一

層
防
災
に
力
を
尽
く
す
覚
悟
で

お
り
ま
す
。

　
一
方
、
米
国
の
姉
妹
都
市
・

マ
ー
ル
ボ
ロ
ウ
市
か
ら
の
友
好

訪
問
団
の
子
ど
も
た
ち
は
、
使

節
の
役
割
を
果
し
、
瀬
音
の
湯

で
は
足
湯
に
も
つ
か
っ
た
り
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
得
が
た
い

日
本
で
の
体
験
を
し
た
よ
う
で

す
。
わ
ず
か
な
期
間
で
し
た
が

「
あ
こ
が
れ
の
日
本
に
来
ら
れ

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
可

愛
い
中
学
生
で
し
た
。
こ
の
子

ど
も
た
ち
が
将
来
の
日
米
関
係

を
、
地
球
環
境
を
つ
く
る
の
で

す
。あ

き
る
野
市
長
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自
転
車
が
歩
道
通
行
で
き
る
要
件
を
明
確
化

障
害
者
自
立
支
援
法
の

 
利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

障
害
者
自
立
支
援
法
の

 
利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

障
害
者
自
立
支
援
法
の

 
利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
額

　
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

介
護
保
険
料
額

　
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

介
護
保
険
料
額

　
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

納
付
書
で
納
付
の
方
は

口
座
振
替
を

　
　
　
お
勧
め
し
ま
す

納
付
書
で
納
付
の
方
は

口
座
振
替
を

　
　
　
お
勧
め
し
ま
す

６
月
１
日
・
改
正
道
路
交
通
法
の
一
部
が
施
行

！！
さ　ぎ

７月
から

自転車及び歩行者
専用標識

高齢運転者マーク聴覚障害者マーク

還
付
金
が
あ
る
の
で

　
　
銀
行
で
手
続
を
…

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

納
付
書
、
通
帳
と
届
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
市
内
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
含
む
）
本
支
店
の
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
介

　
護
保
険
係
（
直
通
５
５
８
・

　
１
９
６
９
）
へ

　
65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
方
に
介
護
保
険
料
額
決

定
通
知
書
（
納
入
通
知
書
）
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
納

付
方
法
は
、
年
金
受
給
の
有
無

な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

▽
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方

　
（
特
別
徴
収
）

　●

対
象
…
年
額
18
万
円
以
上
の

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　●

天
引
き
の
た
め
の
手
続
き
は
、

　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　●

天
引
き
月
…
偶
数
月
（
年
６

　
回
、
年
金
か
ら
天
引
き
に
な

　
り
ま
す
が
、
65
歳
に
な
る
時

　
期
な
ど
で
、
回
数
が
異
な
り

　
ま
す
）

▽
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

　
（
納
付
書
）で
納
付
の
方（
普

　
通
徴
収
）

　●

対
象
…
年
金
を
受
給
し
て
い

　
な
い
方
と
年
金
の
受
給
額
が

　
年
額
18
万
円
未
満
の
方

　●

納
期
…
７
月
〜
平
成
21
年
２

　
月
（
８
期
）

▽
納
付
書
で
の
納
付
と
年
金
天

　
引
き
で
納
付
の
方
（
併
用
徴

　
収
）

　●

対
象
…
平
成
19
年
度
途
中
で

　
65
歳
に
な
っ
た
方
や
転
入
し

　
た
方
で
、
年
金
か
ら
の
天
引

　
き
と
な
る
ま
で
の
間
で
、
７

　
月
か
ら
９
月
ま
で
は
納
付
書

　
に
よ
る
納
付
と
な
り
、
10
月

　
以
降
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

　
と
な
る
方
。
詳
し
く
は
、
７

　
月
上
旬
の
介
護
保
険
料
額
決

　
定
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
ず
く

の
ぞ

せ

い

そ


